
The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

P2 −10　　日本行動分析学会　第24同年次大会

　　　　 （2006年 9 月 1 日〜 3 日・関西学院大学）

自閉症児 にお ける機能的な概念形成に つ い て の 指導

Training　 for　 functional　 stimulus −
class 　 discri皿ination　 in　 a　 child 　 with 　 autism

　　　　　　　　　　　　　　　　　　O 浅原　薫 ・奥 田健次

　　　　　　　　　　　　　　　 Kaori　ASAHARA　and 　Kenji　OKUDA

　　　　　　　 （愛知県公立 中学校 ス ク
ー

ル カ ウン セ ラ
ー ・桜 花学園大学人文学部）

　　　　　　　 School　Counselor　of　AiGhi　Prefecture ・ Ohkagakuen　Un　i　vercity

【目的】本研究で は、1 名の 自閉症児に対 し、機能的

な概念形成にっ い て指導を行 い 、そ の 指導効果に つ い

て検酎を行 っ た。

【方法 】1，対象児　医療機関に お い て自閉症と診断 さ

れた男児 1名 （指導開始時、生活年齢 5歳 5か月 、 田中

ビネー
知能検査 IQ68＞を対象と した。本児は週 1 回大学

相談室 に て認知 ・
言語面、ほ ミ ュ ニ ケ

ー
シ a ン 面で の

療育を うけて い た。

2．マ テ リア ル 　絵カ
ー

ドは精研式 CLAC、 実物の 「く

だもの 」 は模型を、 「服 」 は人形の 洋服を用 い た 。
「お

か し」 は 、 F 条件 の実物の 分類の み模型を用い 、そ の

他の 条件 で は 実物を用い た 。

3．手続き

1）A 条件 （絵カ
ー

ドの分類課題）　 「おか し」 と 「く

だもの 」 の 絵カードを8枚ずつ 、計 16枚を ラ ン ダム に

提示 し、別 々 の 箱 に分類させ た 。 誤反応を した場合は 、

正答の 箱を指 さしプ ロ ン プ トし、再試行を行っ た。

2）B 条件 （機鰍 会カー ド）　　「体 （もしくは服）」

「くだ もの 1 「おか し1 の 絵カ
ー

ドを 3 肢選択で 実施

した。　 「くだ もの （お か し〉」 と トレ
ー

ナーが教示 し

適切な絵カー
ドを選択する こ とを求めた。 6試行 1 ブ

ロ ッ ク行っ た。誤反応の 場合は再試行した。
3）C条件 （機能語 → 実物）　 「体 （も しく朋 鼬 」 「く

だもの 1 「おか し1 の 実物 の 3 肢選択で実施した。B

条件と同様の手続きで行っ た。

4）D 条件 （黝 → 絵カ
ー

ド）　 「体 （もしくは服）」

「くだもの 」　 「お か し」 の 絵カ
ー

ド 3肢で 実施 した。

実物を提示 し、適切な絵カードを選択するこ とを求 め

た。 6試行 1 ブ ロ ッ ク行 っ た
。

塁

　 d，の 場合は再試行

した 。

5）E 条件 （絵カ
ー

ド→ 実物）　 「体 （もしくは服）1
「くだもの 」 「お か し」の 実物3 肢で実施した 。

D 条件

と同様の 手続きで行 っ た。

6）エ コ ー付 トレー
ニ ン グ　 「くだ もの 」 「おか しt

とヱ コ
ー

させ て か ら絵カードを渡し分類 させた。

7）F 条件 （実物の 分類課題）　 「お か し」 と 「くだ も

の 」 の 実物模型を 8種類ずつ 、計 16個を用い
，
A 条件

と同様の 手続きで 行 っ た。

【結果】　 Fig．1 に機能的な概念形成指導における正

反応率を示 した 。 上段は分類課題 （A 条件、F 条件）、

下段は機能的等価関係の成立指導の 正反応率で ある。

機能的等価関係に つ い て は 、
Fig．　2 に示 した。 機能釣等

価関係の 指導 （B〜E 条陶 で 100％の 正反応率を示して も、

A条件で の 正 反応率は上昇 しなかっ た。エ コ ー付 トレー

ニ ングを実施 したとこ ろ、正反応率は 上昇し、F 条件（実

物の分類）にも般化がみ られた 。 機能的等価関係 の 成

立 にっ い て は、 E条件 （絵カー
ド→ 実物）におい て指導

の実施後、B 条件 （機能語 → 絵カー
ド）の正 反応率が上

昇した。

【考察】　 本研究で は、自閉症児に対 して 機能的な概

念形成の 指導を実施した 。 そ の 結果 、　「食べ 物」 の ド

位クラス で ある 「お か し」 と 「
くだもの 」 の概念を形

成する こ とが 可能 となっ た 。 A条件、　F条件の ような分

類課題 の 手続 きを独立変数とするの で はなく、成立 し

て い ない 関係 を探し指導を行っ た，この 指導を実施す

る こ とで、後の エ コ
ー

付 トレ
ー

ニ ン グに効果があっ た

と考えられ る。

　認知 ・言語領域の 療育を行 う際、で きない 課題につ

い て 工 夫す る の で は なく、前段階に戻 り、 どこ で っ ま

ずい てい るかを丁寧にア セ ス メ ン トして い く必要性 が

あるc
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Fig．1 機能的な概念形成指導に おける正反応率
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Fig2 　「おか し」 「くだもの 」の機能的等価関係
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